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はじめに
この度は、ご提案の機会を賜り誠にありがとうございます。

弊社は 「技術力」 「生産力」 「安心・安全」 「環境」 をモットーに、これまでさまざま
な製品・システムを開発、製造、販売して参りました。

本ご提案書は、貴社乗り合いバス事業の総合的なマネジメント向上と目標達成に
向け、以下４つのポイントを目的に開発したバスドライブレコーダをご提案するもの
であります。

１．安心…常時記録により映像・音声を漏れなく記録
２．安全…事故時のみならず危険状況把握による安全管理
３．環境…運行状況から乗務員指導教育で燃費向上
４．業務…ＳＤカード常時記録により見たい時だけすぐ見れる

オプションのビューワソフトを使用することにより、記録データのより緻密な解析を
行い、録画した映像を統合的に管理し、任意に表示させることにより、日常業務
の課題である安全・防犯対策・事故発生時の原因究明だけでなく、危険運転・危
険箇所の乗務員運転指導、エコドライブによる燃費向上等に活用頂けます。
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ＳＤカードに常時記録

・４カメラ映像、音声の常時記録により運転状況、車内状況を漏らさず記録します
・ちょっとした車内事故・乗客トラブル時も漏らさず記録し、解析や対策に役立ちます
・ＳＤカードの交換がすぐに出来るのでちょっと見たい時でも簡単に確認できます
・速度オーバー、急加速、急ブレーキ等を抽出することで乗務員教育に役立てられます
・常時記録を意識することで、安全運転・乗客サービス向上・燃費改善に繋がります

１．本システムの特長

ＳＤカード

バス用ドライブレコーダ

４カメラ
映像

（ ４分割画面）

音声

時刻情報

要素データ

【記録】
・常時記録
・４カメラ映像記録
・マイク音声記録

【記録媒体】
・ＳＤメモリカード
（半導体メモリのため
ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸのような
定期交換が不要）
すぐに再生できます

【信頼性】
・車載環境信頼性確保
振動、温度、電源変動他

他社との違い
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２．ドライブレコーダ本体外観
（１）前面パネル

メニュー操作ボタン

（２）背面パネル

ライン入力

電源入力
（ﾒｲﾝ24V、常時24V）

音声出力

（保守用端子） 外部入力
（入力：４信号）

映像出力

マイク入力

カメラ入力
（4系統まで）

SDメモリーカード挿入口

電源スイッチ

（ACアダプタ用ジャック）

ＧＰＳｱﾝﾃﾅ接続
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６０秒

動画ファイル

映像データ 情報データ

（１）エンドレス録画機能

動画ファイルは、Ｈ．２６４圧縮した映像データと、音声データ、ＧＰＳデータ、外部信号入力で構成され、６０秒単位に
１ファイルを生成します。ＳＤメモリカードの容量が１６GBの時、約６４時間の録画ができます。カード容量を越えて
録画を続けた場合、日付・時刻の古い動画ファイルに上書き更新し、エンドレスに録画します。

（２）イベント録画機能

外部信号入力時、前後の１分間（３ファイルで３分間）を別名ファイルとしてＳＤメモリカードに録画します。
設定により別名ファイルの上書き更新を禁止できます。 背面の接点入出力コネクタから信号入力。

６０秒

前後１分を

別ファイルに格納

センサーからの

信号入力

３．機能概要
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（３）自動録画機能

設定により電源投入時に自動で録画を開始します。

（４）ステータス及びエラー表示機能

a)ステータス表示
モニタを接続すれば、電源投入時に本装置の設定内容を確認できます。

・解像度（VGA/CIF）
・フレームレート
・ビットレート

b)エラー表示
動作中にSDメモリーカードを抜いた場合、エラー表示します。

（５）時刻設定機能

ＧＰＳデータの受信により、内蔵時計を自動設定します。
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（６）OSD（On Screen Display）表示機能

ＯＳＤ表示機能によって、内蔵時計(ＲＴＣ)の時刻を入力された映像に多重表示することができます。
多重表示された映像はH.264圧縮され動画ファイルとして録画されます。

（７）画面分割機能

入力される４ｃｈの映像信号を一つの画面に４分割合成します。合成された映像はそのまま動画ファイルとして録画されます。
内部スイッチの設定により、１画面での記録もできます。

2006.04.06
12:23:56

ＯＳＤ表示

動画ファイル

４分割画面 １画面

1 2
3 4
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（１）車載システム系統図

DC+24V

DC-DC

24V→8V

４．システム構成例

外部信号入力
（ブレーキ、ウインカ等）

前方カメラ

車内カメラ

車内カメラ

屋外カメラ
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（２）カメラ設置位置と撮影方向の例

・前方は１カメラ（広角）で撮影。
・車内は２カメラで後方まで確実に撮影。
１カメラでは後方が小さくなり見えない。

・サイドミラーカメラは乗降状況を撮影。
・マイクは運転席ダッシュボードに設置し
乗務員と乗客の会話を録音。
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（３）管理者側 システム系統図

「ドライブレコーダ」よりSDメモリカードを取り出し管理者用パソコンへ挿入します。
SDメモリカードに収められている映像データを専用ビューアソフトで再生します。

動画と音声の再生

OS: WindowsＸＰ
CPU:1GHz以上
メモリー：1GＢ以上

専用ビューアソフト
（オプション）

転送せずにその場で

見ることもできます
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５．機器仕様
（１）ＳＤレコーダ本体

外形寸法 W：１７８㎜ H：４０㎜ D：１５３㎜（突起物含まず）

質量 約１．５ｋｇ（付属品等を除く）

動作温度 －１０℃ ～ ＋５０℃

保存温度 －２０℃ ～ ＋８０℃

電源電圧 ＤＣ１２Ｖ／ＤＣ２４Ｖ（両用）

消費電力 １０Ｗ以下

カメラ入力 ４系統

マイク入力 １系統

記録メディア ＳＤ／ＳＤＨＣメモリカード（半導体メモリー）

カードスロット 1スロット

カードインターフェース ＳＤカード、ＳＤＨＣカード両用

カード記録容量 １６ＧＢカード使用で６４時間録画（標準画質）

圧縮方式（Video） Ｈ．２６４

圧縮方式（Audio） Ｇ．７２６

解像度 ６４０×４８０（ＶＧＡ）または３５２×２８８（ＣＩＦ）

記録コマ数 最大３０コマ/秒（推奨１０コマ／秒設定）
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５．機器仕様
（１）ＳＤレコーダ本体 続き

振動共振試験 周波数 ７～２００Ｈｚ

最大全振幅 ０．４ｍｍ

振動加速度 １～４Ｇ

衝撃強度試験 衝撃時間 １１ｍｓ

加速度 ８０Ｇ

＊鉄道仕様の場合は別途条件は変更
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（２）前方カメラ仕様

撮影素子 １／４インチ ＣＣＤ

総画素数 ４１万画素（811×508）

有効画素数 ３８万画素（768×494）

解像度 水平４８０ＴＶ本以上

画角 水平９９°垂直７４°

撮影素子 １／４インチ ＣＣＤ

総画素数 ４１万画素（811×508）

有効画素数 ３８万画素（768×494）

解像度 水平４８０ＴＶ本以上

画角 ①水平７７°垂直５８°②水平１１８°垂直９１°

（３）車内ﾄﾞｰﾑカメラ①②仕様

（４）サイドミラー（車外）カメラ仕様

撮影素子 １／４インチ ＣＣＤ

総画素数 ２７万画素（537×505）

有効画素数 ２５万画素（512×492）

解像度 水平３３０ＴＶ本以上

画角 水平１１０°垂直８０°
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６．簡易ビューワ（無料添付）
再生 停止 一時停止 繰返し １画面拡大 静止画保存 ＶＧＡ／ＣＩＦ指定

終了ファイル選択日時検索

ファイル一覧

４画面分割表示

日付時刻指定検索
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７．ビューワソフト（オプション）

ビデオビュー ： 任意の１画面を拡大表示

リストビュー ： 危険度抽出表示

マップビュー ： ＧＰＳ位置表示

グラフビュー ： ＧＰＳ速度表示

サムネイルビュー ： 動画停止時１分毎表示

リモコン ： ｻｲｽﾞ大

ビデオビュー ： ３画面上部表示
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リモコン ： ｻｲｽﾞ小

マップビュー ： ＧＰＳ位置表示

リストビュー ： 危険度抽出表示ビデオビュー ： ３画面上部表示

グラフビュー ： ＧＰＳ速度表示

コックピットビュー ： 動画再生時表示

時計表示ストップランプ、バックランプ表示

速度表示

ウインカ表示

ハンドル表示

動画再生時の画面

ビデオビュー ： 任意の１画面を拡大表示

危険度抽出マーカ
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８．ビューワパソコンスペック

●CPU
１ＧＨｚ以上（推奨IntelCore2Duo2GHz以上）

●ハードディスクの空き容量
２０GB以上(録画データの蓄積量に比例した容量が必要)

●RAM
１ＧＢ以上（推奨２ＧＢ以上）

●サウンドカード
Windows互換の16-bitをサポートするサウンドカード

●OS
Windows XP Professional SP2以上
Windows Vista は使用できません

●ディスプレイ
1024×768ドット 65536色以上

注）簡易ビューワは Windows XP であれば何でも再生できます。
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９．比較表

当社 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

記録方式 常時

記録

○ 常時

記録

○ 常時

記録

○ ｲﾍﾞﾝﾄ

記録

× ｲﾍﾞﾝﾄ

記録

×

記録媒体 SDｶｰﾄﾞ ◎ ﾊｰﾄﾞ

ﾃﾞｨｽｸ

× ｼﾘｺﾝ

ﾃﾞｨｽｸ

△ CFｶｰﾄﾞ ○ CFｶｰﾄﾞ ○

記録時間 64～

128時間

○ 72時間 ○ 100時間 ○ 30秒
×60件

× 20秒
×60件

×

再生操作 即時 ◎ ﾊﾟｿｺﾝ

吸上げ

× ﾃﾞｨｽｸ

取出し

× 即時 ○ 即時 ○

定期交換 不要 ○ 1～2年 × 不要 ○ 不要 ○ 不要 ○

カメラ数 ４カメラ ○ ４カメラ ○ ４カメラ ○ ２カメラ × ２カメラ ×

ﾏｲｸ録音 あり ○ あり ○ あり ○ あり ○ なし ×

総合評価 常時記録
ですぐ見
れる

◎ 定期交換
ﾃﾞｰﾀ吸
上げ難点

× ﾃﾞｨｽｸ取出
し取り扱い
難点

△ 車外事故
にしか使
えない

× 車外事故
にしか使
えない

×
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１０．導入効果

事故の減少
接客サービスの向上

経費削減

安心
常時記録

業務
ＳＤカード

安全
４カメラ＋マイク

環境
ＧＰＳデータ

事故・車内トラブルの迅速な検証

再発防止・指導教育

防犯抑止効果

迅速なクレーム対応

事実検証で運転手を守る

カード抜いてすぐ見れる

定期交換作業不要

安全運転意識向上

エコ運転意識向上
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